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 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②小山美枝子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４５３番 & ～地上では旅人～ 

平和の祈り 

聖  書  ①マタイによる福音書５章３～１２節                                                                            

      ②コリント人への第一の手紙６章１２～２０節 

特別賛美  宮田四郎兄（ホルン） 

メッセージ  ①「ごほうびが待っている人生」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ②「最も輝いた生き方」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番 ～Amazing Grace～ 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～明日はどんな日か～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、執事会を行います。3 月の教会予定のため。 

２．今週の祈祷会：☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10時半、夜 7時半、 

メッセージは丸藤剛之先生（大和祈祷会映像）。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

３．木曜午後２時～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．来週の日曜日は、「ファミリーの日」のため、礼拝後の昼食はありません。 
      

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/１０～/１７〕 
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「このことから、人は信仰だけではなく、行ないによって救われることが、よくわかると思

います。…。たましいのない体が、もぬけのからであるように、良い行ないをする力のない

信仰は死んだも同然です。」ヤコブの手紙２章24･26節〔リビングバイブル〕 
 

私たちクリスチャンの生き方は、「自己実現」の生き方ではなく、「神実現」、つまり、神の

栄光をあらわす人生です。国語辞典で「あらわす」という言葉を引いてみました。 

➀｢現す｣…今まで見えなかったものを外に出して見えるようにする。実態を明らかにする。 

       持っている力をはっきりと表に出す。 

➁｢表す｣…心に思っていること、考えていることなどを、表情･言葉･絵などで示す。表現する。 

       ある特定の意味を伝え示す。意味する。 

➂｢顕す｣…何かの形で、善行などを広く世間に知らせる。 

神の栄光をあらわす方法は数え切れないほどあります。しかし、その共通していることは、

他人に分るように表現することです。しかし、それは人々が気に入るように表現するということ

よりも、神様が願った方法で表現することです。 

コリントの教会では、自分たちが元々生きてきたように自分の欲望に従って生活していま

した。つまり、キリストを信じてクリスチャンになっても、その生き方は何も変わっていなかったの

です。もちろん神様は私たちが信じた時に、私たちをすべての束縛から解放してくださいまし

た。そして、自由な者としてくださいました。しかし、罪や欲望の奴隷であった私たちが、その

奴隷状態から解放されたのですから、再び肉の欲の奴隷となって生きる生き方に戻ってはな

らないのです。自由にされた者は、自由にされたものとしての栄光をあらわすように生きなけ

ればなりません。しかし、奴隷であった者は、そのままでは、どのように神の栄光をあらわせば

良いのかは決して分かりません。だからこそ、正しく導かれなければなりません。その導き手と

して、神様から権威を与えられているのが「教会」です。神は大牧者である「キリスト」をかし

らとして「教会」に与えられました。「教会」は「キリスト」をかしら、リーダーとして、導き手として

与えられています。その「キリスト」を「教会」に示されるのが「聖霊様」です。ですから「教会」

は「聖霊様」の導きに従って「キリスト」を示し、クリスチャン＝聖徒たちはその「キリスト」に従う

ことを通して神の栄光をこの世にあらわしていくのです。 

「あなたがたは…自分のからだは…聖霊の宮であって…もはや自分自身のものではない

…。（19節）」クリスチャンとは自分が神のものであるということを自覚している存在です。だか

らこそ、解放され、自由にされた存在となれるのです。そうして初めて、神の栄光をあらわすこ

とができるようになるのです。「主と一つの霊になる(17節)」存在なのです。 

「最も輝いた生き方」 
～神の栄光をあらわす人生とは～ 


